
「御代田町まちづくり事業支援金」
平成31年度事業を募集します

　「御代田町まちづくり事業支援金」は、区やボランティア団体など公共的な活動を行っている団体の皆さまが自
ら創意工夫し企画したまちづくり事業を応援する制度です。
　公共性や独創性のあるまちづくりに関する事業の経費の一部を補助し、団体の皆さまの自立・活動を支援します。
　平成31年度事業について、以下のとおり募集しますので、ぜひご活用ください。

対
象
団
体　

 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
5
人
以
上
で
構
成
す
る

団
体

対
象
事
業　

次
の
要
件
を
備
え
た
事
業
が
対
象
で
す
。

　
　
　
　
　
　

○ 

不
特
定
多
数
の
者
の
利
益
に
繋
が
る
事
業（
公

共
性
）

　
　
　
　
　
　

○ 

地
域
住
民
が
協
働
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
が
で
き
る
事
業（
協
調
性
）

　
　
　
　
　
　

○ 

独
自
の
発
想
や
新
た
な
展
開
が
期
待
で
き
る

事
業（
独
創
性
）

　
　
　
　
　
　

○ 

波
及
効
果
や
新
た
な
展
開
が
期
待
で
き
る
事

業（
発
展
性
）

　
　
　
　
　
　

○ 

計
画
や
費
用
に
実
現
性
・
継
続
性
が
期
待
で
き

る
事
業（
実
現
性
・
継
続
性
）

　
　
　
　
　
　

○ 

他
の
補
助
を
受
け
て
い
な
い
事
業

　
　
　
　
　
　

 

ま
た
、
平
成
31
年
度
中
に
事
業
が
完
了
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

対
象
外
事
業　

 
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
定
着
し
た
イ
ベ
ン
ト
や

行
事
、
備
品
な
ど
の
購
入
が
主
と
な
る
事
業
、

政
治
・
営
利
・
宗
教
・
反
社
会
的
活
動
を
目
的
と
す

る
事
業
な
ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

支
援
金
額　

補
助
対
象
経
費
の
1
／
2（
上
限
20
万
円
）

募
集
締
め
切
り　

5
月
10
日（
金
）必
着

応
募
方
法　

 

必
要
書
類（
ま
ち
づ
く
り
事
業
計
画
書
等
）を
企

画
財
政
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
な
ど

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
ほ
か
、
企
画
財
政
課
に
も
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。

決　
　
　

定　

 

5
月
下
旬
に
開
催
予
定
の
選
定
委
員
会
で
審
査

を
行
い
、
採
択
事
業
を
決
定
し
ま
す
。

問い合わせ先　企画財政課地域振興係（32）3112

住民自らが創意工夫し企画したまちづくり事業を支援

申請から事業実施までの流れ

❶事業計画書等の提出（5月10日まで）

❷選定委員会で採択事業の決定（5月下旬）

❸交付申請（5月下旬から6月上旬）

❹交付決定（5月下旬から6月上旬）

❺実績報告の提出（平成31年度内）

❻実績報告の審査後、支援金の交付

申
請
者

町
事業の実施
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過去にはこんな事業が実施されました
　平成23年度より開始されたまちづくり事業支援金制度はこれまでに23事業が採択され、実施されました。
　これまでに実施された事業の一部をご紹介します。

事業名

事業名

事業名

事業内容

事業内容

事業内容

　馬瀬口バイパスと町道塩野馬瀬口線
との交差点部分に、ツツジやサツキが
植栽されました。その後も馬瀬口区民
の手で植栽を管理されています。
　実施にあたっては、植栽場所が県道
敷地であるため、県と馬瀬口区とで管
理に関する協定を締結しています。

　平成23年度に誕生した御代田町の
キャラクター「みよたん」のストラップ
を作成することにより、町内での「みよ
たん」の浸透を図りました。
　作成したストラップは、町内の保育園、
幼稚園、小学校にみよたんが出向き、
1,450人の子どもたちへ配布されました。

　全身運動で、短時間で高い効果が認

められるノルディックウォークの普及

を進めるための大会が開催されました。

　初心者が多く参加し、ノルディック

ウォーク人口の増加に繋がりました。

馬瀬口区

御代田町観光協会

マンローウォークの会

馬瀬口区のエントランスを
花いっぱいにする事業

みよた夢プロジェクト

マンローウォーキング大会

活動の様子

活動の様子

活動の様子

団体名

団体名

団体名

　地域で安心して子育てができるよう、
核家族や仕事している両親をサポート
するファミリーサポート協力会員を養
成するための研修が実施されました。
　研修を修了した数十名が協力会員と
して登録され、地域での子育てサポー
ト、応援に活躍しています。

　東日本大震災の復興への想いを形に
するため、チャリティーイベントが開催
されました。イベントでは、大槌町職員
による被災地の様子や復興に向けた取り
組み状況についての講演、大槌町伝統
芸能の演舞などがあり、参加者は被災地
の想いを強く感じることができました。

　児玉区世代間交流センターに隣接す

る空き地を利用して、旅する蝶「アサギ

マダラ」の吸蜜草を整備し、作業や観察

会で高齢者から子どもまで、世代間で

の交流が深まりました。

　町道の桜から楽器「コカリナ」を作成
し、町内の小学校6年生にプレゼント
されました。プレゼントされた小学生
は練習に励み、音楽会や集会などでコ
カリナの音色を披露しました。
　また、小学生と町内の愛好者との交流
会も開催し、音楽文化の振興を図りました。

　地場特産品としての「みよた産そば」
の栽培・収穫を体験できる「新そば交流
会」が実施されました。
　交流会には大勢の方が参加し、「みよ
た産そば」の普及促進を図ることができ
ました。

　借り受けた土地を利用し、地域農家
の協力を得ながら畑にし、ジャガイモ、
枝豆、ピーマン、かぼちゃ、大葉、大
根、トマト、蕎麦などを生産・収穫し、
ピザ作り会や蕎麦打ち会などで移住者
と地域住民の交流が図られました。食
育の基本を改めて実感できました。

ファミリーサポート協力会員
養成研修事業

東日本大震災復興
チャリティーイベントみよた

旅する蝶、あさぎまだらを
児玉に呼ぼう

町の桜で作ったコカリナを奏でよう！

「みよた蕎麦（地場特産品）」の普及促進
と遊休農地の開発により有効化事業

農菜園「作る・育てる・食する」を通じて
移住者と地域住民との交流事業

社会福祉法人　御代田町社会福祉協議会 「町の桜で作ったコカリナを奏でよう」実行委員会

東日本大震災チャリティーイベントみよた実行委員会 まちづくり協議会みよた

児玉・アサギマダラの会 農ある里の会
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